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ヘッドライン　 廃棄物は最後どのように 
処分されているのか

　家庭ゴミは焼却されるが，灰はどうするのか。水銀は分別回収されるが，その後どこへ行
くのか。家電リサイクルでは何がどう循環するのか。我々は，ゴミや有害物質が身の回りか
ら消えるまでは知っているが，消えた後はよく知らない。本企画では，廃棄物が最終的にど
のような形でどこに行くかを，化学の立場から解説する。
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次号ヘッドライン 無機化学工業の現場から

　芝浦工業大学は「社会に学び，社会に貢献する技術者の育成」を建学の精神とし
て，1927 年に有元史郎によって東京高等工商学校として創立されました。1966 年
4 月に開校した大宮キャンパスは，開校以来次々と施設・設備が拡充され，開校当
時に教職員棟として建てられた 2号館は 2011 年に新 2号館として生まれ変わりま
した。大きなガラス張りの明るい教室で構成され，窓から豊かな緑を眺めることが
できる過ごしやすい空間となっています。

表紙の言葉　芝浦工業大学大宮キャンパス 2号館


